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第2次世界大戦後の約50年間,われわれは,｢便利なもの,高機能品を廉価に作る｣ことを善Lとしてユ 業社会システムの形成に適進してきました｡これ

を可能にしたのは,1940年代において中東地域で発見された大規模油田から得られた極めて安い石油資源に依拠した石油化学工業の発展であります

｡20世紀前半を支配した石炭という固体資源に代わって,石油という廉価で,しかもプロセスの自動制御 になじみ易い液体資源えお軸として(1)大量資源

消費による大量生産(2)大量消費を善しとする生活スタイル,そして(3)大量廃棄処理という3点を特徴とする20世紀型の文明社会の構築を推し進めてきた

時代であるといえます｡この間,1973年の石油危機,1980年代のバブル経済の進行と破綻を経験して,次第にa)省資源生産,b)環境共生,C)少量廃棄の新

しい3視点を目指した資源循環型社会形成の必要性に目覚めて21世紀を迎えました｡

本書はプラスチック化学リサイクル研究会の会員が中心となり,広く執筆者に協力を仰いで出来上ったものです｡プラスチックの化学資源化の技術は,

学問的基礎の発展とともに,ますます充実してゆくものと信じています｡そして本書が資源循環型社会の形成に貢献できると確信して,本書を皆様にお届

けいたします｡
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